
あ
い
ち
通
信 

 

第
五
十
一
号 

平
成
二
十
五
年
十
一
月 

日
本
会
議 

愛
知
県
本
部  

事
務
局 

〇
五
二 

―  

七
六
三 

― 

四
六
七
八 

 

祝

・

日

本

会

議

愛

知

県

本

部

十

五

周

年

迎

え

る

！ 

本
年
、
日
本
会
議
愛
知
県
本
部
は
平
成
十
年
の
設
立
よ
り
十
五
周
年
を
迎
え
る
事
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、

天
皇
陛
下
御
即
位
十
年
奉
祝
運
動
・
御
即
位
二
十
年
奉
祝
運
動
、
国
旗
国
歌
法
制
定
運
動
、
教
育
基
本
法
改

正
運
動
、
女
系
容
認
皇
室
典
範
改
正
反
対
運
動
、
夫
婦
別
姓
法
案
反
対
運
動
、
外
国
人
参
政
権
付
与
法
案
反

対
運
動
、
尖
閣
諸
島
を
守
る
運
動
、
女
性
宮
家
創
設
反
対
運
動
な
ど
、
国
家
の
根
幹
に
関
わ
る
課
題
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
夏
の
参
議
院
選
挙
で
は
、
い
わ
ゆ
る
衆
参
の
ね
じ
れ
が
解
消
さ
れ
、
第

二
次
安
倍
内
閣
は
本
格
的
保
守
政
権
と
し
て
、
教
育
改
革
や
憲
法
改
正
な
ど
戦
後
レ
ジ
ー
ム
か
ら
の
脱
却
を

目
指
し
て
諸
政
策
を
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
こ
れ
ま
で
の
国
民
運
動
の
成
果
を
踏
ま
え

て
、
長
年
の
悲
願
で
あ
る
憲
法
改
正
運
動
を
さ
ら
に
推
進
し
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

当
会
十
五
年
の
歩
み
は
、
皆
様
の
ご
支
援
と
お
導
き
が
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
と
、
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る

次
第
で
す
。 

こ
の
節
目
に
あ
た
り
会
員
・
支
援
者
の
皆
様
が
親
し
く
一
堂
に
会
し
、「
感
謝
の
集
い
」
を
開
催
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
開
催
日
、
迫
っ
て
の
ご
案
内
と
な
り
ま
し
た
が
、
詳
細
に
つ
き
、
本
紙
、
裏
面
を
ご
覧
い
た

だ
き
、
是
非
、
多
く
の
方
へ
お
声
か
け
い
た
だ
き
ご
参
集
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

報

告

・

名

古

屋

東

部

支

部

、

第

一

回

勉

強

会

、

街

宣

実

施

！ 

<

第
一
部>

●
開
催
日
時 

九
月
十
五
日
（
日
）
午
前
九
時
～
午
前
十
一
時
四
十
五
分 

●
会 

 

場 

野
並
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 

●
会 

 

費 

五
百
円 

 
 
 
 

●
参
加
者
数 

七
名
（
う
ち
一
名
、
第
一
部
の
み
の
参
加
） 

 
 

【
勉
強
会
】 

テ
ー
マ 

憲
法
改
正
の
論
点
・
・
・
象
徴
天
皇
と
元
首
の
違
い
・
武
力
行
使
の
解
釈
に 

つ
い
て
・
憲
法
無
効
論
に
つ
い
て
・
前
文
の
歴
史
的
義
務
・
九
条 

と
武
士
道
精
神
、
暴
力
と
武
力
の
違
い
等
、
活
発
な
意
見
交
換 

が
行
わ
れ
初
め
て
の
勉
強
会
で
し
た
が
有
意
義
な
時
間
を
過
ご 

す
こ
と
が
で
き
、
ま
た
見
識
を
深
め
る
事
に
も
役
立
ち
ま
し
た
。 

憲
法
の
問
題
を
語
る
に
は
時
間
が
短
く
感
じ
ら
れ
、
気
が
つ
け
ば 

終
了
と
い
っ
た
印
象
で
し
た
。 

<

第
二
部>

●
開
催
日
時 

同
日
、
午
後
二
時
～
午
後
四
時 

 

●
場 

 

所 

昭
和
区 

御
器
所
交
差
点
南
西
角
地 

●
会 

 

費 

無
料 

 

●
参
加
者
数 

七
名
（
う
ち
一
名
、
第
二
部
の
み
の
参
加
） 

 

【
街 

宣
】 

目
的 

自
主
憲
法
制
定
・
・
・
・
台
風
が
近
づ
き
つ 

つ
あ
り
、
不
安
定
な
天
候
で
し
た
が
、
神
風
が
吹
い
た
如
く
、
無 

事
に
実
施
で
き
ま
し
た
。
十
代
の
若
い
方
に
声
を
掛
け
て
い
た
だ 

き
、
尖
閣
諸
島
か
ら
見
る
我
が
国
の
安
全
保
障
問
題
に
つ
い
て
意 

見
交
換
を
し
た
り
、
男
性
二
人
組
の
方
に
温
か
い
声
を
掛
け
て
い 

た
だ
い
た
り
な
ど
人
数
は
決
し
て
多
く
は
な
か
っ
た
の
で
す
が
、 

街
行
く
方
々
と
の
連
帯
を
感
じ
る
事
が
で
き
た
ひ
と
時
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
日
本
会
議
名
古
屋
東
部
支
部
事
務
局
長 

加
藤 

貴
之
・
記
） 

 

街 

宣 

で 

の 

通 

行 

人 

の 

反 

応 

か 

ら 
 

八
十
九
歳
の
男
性
に
チ
ラ
シ
配
布 

及
び
署
名
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
典
型
的
な
左
翼
思
想
の
持
ち
主
で
あ
る
こ
と
が
判
り
、
街
宣
終
了 

間
際
ま
で
、
小
生
及
び
ス
タ
ッ
フ
と
で
議
論
を
交
わ
す
場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
先
方
は
、
「
尖
閣
・
沖 

縄
に
お
け
る
中
国
の
傍
若
無
人
ぶ
り
に
対
し
、
日
本
が
戦
前
彼
ら
に
対
し
て
や
っ
て
き
た
こ
と
は
、
こ 

れ
の
百
倍
も
ひ
ど
い
こ
と
だ
。
尖
閣
の
よ
う
な
無
人
島
く
ら
い
く
れ
て
や
っ
て
も
よ
い
で
は
な
い
か
。 

天
皇
の
戦
争
責
任
は
重
い
。
君
た
ち
は
陛
下
と
呼
ぶ
の
か
。
自
分
は
病
弱
で
あ
っ
た
の
で
徴
兵
は
免
れ
、 

こ
こ
ま
で
生
き
て
来
ら
れ
た
が
、
徴
兵
で
戦
死
し
た
者
達
は
本
当
に
気
の
毒
だ
、
云
々
。
」 

天
皇
陛
下
の
ご
聖
徳
や
、
当
時
の
日
本
を
取
り
巻
く
国
際
状
況
な
ど
、
根
本
的
な
認
識
が
欠
け
て
お
り
、 

し
か
も
、
独
り
よ
が
り
な
態
度
に
、
ス
タ
ッ
フ
も
実
に
腹
立
た
し
い
と
怒
り
を
抑
え
き
れ
な
い
情
況
で 

し
た
。
相
手
に
し
て
い
て
も
仕
方
が
な
い
と
の
コ
メ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
し
て
も
終
戦
時 

二
十
一
歳
で
、
国
家
は
一
丸
と
な
っ
て
国
を
守
ら
ん
と
し
て
い
た
時
期
の
実
体
験
者
で
あ
り
乍
ら
、
非 

常
に
視
野
の
狭
い
自
己
保
身
的
な
人
々
が
、
恐
ら
く
九
条
の
会
そ
し
て
九
十
六
条
の
会
が
全
国
的
に
展 

開
さ
れ
て
い
る
昨
今
、
こ
う
い
っ
た
人
が
少
な
か
ら
ず
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
、
愕
然
と 

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
啓
蒙
活
動
の
重
要
性
を
改
め
て
感
じ
た
次
第
で
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

（
日
本
会
議
名
古
屋
東
部
支
部 

棚
橋
美
治
・
記
） 

 

案

内

・

第

三

回

名

古

屋

東

部

支

部

定

例

会

、

街

宣

！ 

<

第
一
部>

 

●
開
催
日
時 

十
一
月
十
七
日
（
日
）
午
前
九
時
～
午
前
十
一
時
四
十
五
分 

 
 

 
 

●
会 

 

場 

野
並
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
二
階
第
三
会
議
室
（
名
古
屋
市 

 
 

 
 

 

天
白
区
野
並
二-

三
九
一
・
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
五
二-

八
九
五-

五
一
〇
五
） 

●
会 

 

費 

五
百
円 

【
勉
強
会
】
テ
ー
マ 

 

「
改
憲
の
論
点
そ
の
二
」 

（
座
長
）
名
古
屋
東
部
支
部 

江
﨑
雅
博
支
部
長 

 

<

第
二
部>

 

●
開
催
日
時 

同
日
、
午
後
二
時
～
午
後
四
時 

 
 

 

●
会
費 

無
料 

●
街
宣
場
所 

緑
区 

名
鉄
鳴
海
駅
ロ
ー
タ
リ
ー
西
交
差
点
南
東
角
地 

●
街
宣
目
的 

「
自
主
憲
法
制
定
」 

 

（
名
古
屋
東
部
支
部
長 

江
﨑
雅
博
〈
携
帯
・
〇
九
〇
・
二
六
八
九
・
六
〇
七
五
〉・
記
） 

 
 緊

急
案
内
・
偏
向
報
道
を
許
す
な
！
中
日
新
聞
を
正
す 

国
民
大
行
動 

i
n
 

名
古
屋
！ 

●
開
催
日
時 

十
月
二
十
七
日
（
日
） 

●
集
合
時
間 

午
後
一
時
（
デ
モ
ス
タ
ー
ト
は
午
後
二
時
） 

●
集
合
場
所 

第
二
号
栄
公
園
（
名
古
屋
市
東
区
東
桜
一
丁
目
十
三 

 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ご
や 

東
桜
小
の
南
、
オ
ア
シ
ス
２
１
・ 

県
美
術
館
・
愛
知
芸
術
劇
場
の
東 

●
デ
モ
前
集
会 

午
後
一
時
～
二
時 

●
デ
モ 

午
後
二
時
～
三
時 

●
デ
モ
後
集
会 

中
日
新
聞
社
本
社
前
で
抗
議
活
動 

●
問
い
合
わ
せ
先 

〇
七
〇
・
五
〇
三
一
・
八
一
六
六
（
林
）、
０
七
〇
・
五
〇
三
一
・
九
九
二
六
（
水
野
） 

【
主
催
】
頑
張
れ
日
本
！
全
国
行
動
委
員
会
愛
知
県
本
部
、
中
国
へ
の
名
城
住
宅
跡
地
売
却
に
反
対
す
る
会 

【
共
催
】
日
本
世
論
の
会
愛
知
県
支
部
、 

チ
ャ
ン
ネ
ル
桜
を
支
援
す
る
会
愛
知
県
支
部 

【
協
賛
】
日
本
会
議
愛
知
県
本
部 

●
愛
知
県
護
国
神
社
清
掃
奉
仕
予
定 

十
一
月
は
十
一
月
三
日
午
前
八
時
開
始
、
九
時
終
了
。
引
き
続
き
十
二
月
一
日
、
一
月
五
日
を
予
定
し
て 

 

お
り
ま
す
。
軍
手
を
必
ず
ご
持
参
下
さ
い
。
ま
た
、
小
雨
な
ら
社
屋
の
木
枠
拭
き
掃
除
を
し
ま
す
の
で
雑 

巾
を
ご
持
参
下
さ
い
。
大
雨
は
中
止
に
な
り
ま
す
が
、
疑
わ
し
い
天
気
の
場
合
に
は
、
現
場
責
任
者
の
服
部 

宛
お
電
話 (

〇
九
〇
・
六
四
六
六
・
一
五
九
二
〉
下
さ
い
。 

●
「
日
本
の
息
吹
」
を
引
き
続
き
ご
購
読
下
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

 

参 加 者 の 一 部 の 面 々 


